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会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
、誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。６
月
３
日
開
催
の
定

期
総
会
に
お
き
ま
し
て
、２
０
０
６
年
度
の
後
援
会
会
長
と
い
う

大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
な
重
責
で

は
あ
り
ま
す
が
、新
役
員
の
方
々
と
共
に
こ
の
一
年
間
精
一
杯
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

後
援
会
の
主
な
目
的
は
、学
業
や
課
外
活
動
、学
生
行
事
へ
の

援
助
を
通
じ
て
、学
生
が
大
学
生
活
を
よ
り
快
適
に
送
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。こ
の
活
動
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、毎
年
2
回
発
行
し
て
お
り
ま
す
後
援
会
報
を
通
じ
て
少
し
で

も
多
く
会
員
の
皆
様
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
�

主
催
行
事
な
ど
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、子
供

を
持
つ
親
と
し
て
共
通
に
抱
え
る
悩
み
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
特
に
学
業
成
績
や
大
学
で
の
生
活
の
様
子
が
ど
の
よ
う
な

状
態
で
あ
る
の
か
、親
は
常
に
気
が
か
り
な
も
の
で
す
。そ
こ
で
、ご

子
女
の
成
績
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、学
業
成
績
表
が
大

学
か
ら
年
２
回
ご
家
庭
に
送
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
後
援
会
と
し
て

も
学
業
や
学
生
生
活
に
つ
い
て
、ご
子
女
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
、費
用
面
で
援
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
�

ま
た
、大
学
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、会
員
と
大
学
と
の
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、

毎
年
参
加
者
の
皆
様
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
１０

月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
大
阪
を
は
じ
め
金
沢
、東
京
、松
山
、北
九

州
、岡
山
の
6
都
市
で
開
催
し
ま
す
。
教
育
懇
談
会
は
ご
父
母
の

皆
様
と
先
生
方
が
直
接
懇
談
で
き
る
有
意
義
な
機
会
で
す
。一
人

で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、学
業
、学
生
生

活
お
よ
び
就
職
活
動
に
関
し
て
、日
頃
疑
問
に
思
わ
れ
て
い
る
事

や
心
配
事
な
ど
、ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
�

理
工
学
系
の
専
門
大
学
と
し
て
こ
れ
ま
で
多
く
の
優
秀
な
人

材
を
輩
出
さ
れ
た
大
阪
工
業
大
学
で
す
が
、知
的
財
産
学
部
の
新

設
、さ
ら
に
今
春
は
、工
学
部
に
環
境
工
学
科
、空
間
デ
ザ
イ
ン
学

科
、生
体
医
工
学
科
の
３
つ
の
学
科
が
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
環
境
工
学
科
開
設
に
ち
な
ん
で
、小
池
百
合
子
環
境
大
臣
の

特
別
講
演
会
が
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
7
月
に
開
催
さ
れ
、私
も
拝

聴
い
た
し
ま
し
た
。
�

環
境
問
題
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
は
な
り
ま

し
た
が
、私
個
人
と
し
て
は
深
刻
で
難
し
い
印
象
を
抱
い
て
お
り

ま
し
た
。
小
池
大
臣
は
、風
呂
敷
が
日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る
優
秀

な
エ
コ
ロ
ジ
ー
グ
ッ
ズ
で
あ
る
こ
と
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
日
本

語
が
、遠
く
ケ
ニ
ヤ
共
和
国
で「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ（
も
っ
た
い
な

い
）」
と
い
う
言
葉
で
環
境
問
題
に
貢
献
し
て
い
る
お
話
な
ど
が
紹

介
さ
れ
、環
境
問
題
が
と
て
も
身
近
に
存
在
す
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
�

こ
の
よ
う
に
大
阪
工
業
大
学
が
、社
会
の
ニ
ー
ズ
の
先
を
読
み
、

新
学
科
の
増
設
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、現
在
社
会
が
学

生
に
対
し
、専
門
的
な
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
を
広
げ
る
た
め
の

総
合
的
な
情
報
や
、さ
ら
に
は
人
間
関
係
な
ど
、幅
の
広
い
つ
な
が

り
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
後

援
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、大
阪
工
業
大
学
の
学
生
と
し
て
、専
門

的
な
知
識
と
社
会
性
・
人
間
性
を
併
せ
持
っ
て
巣
立
っ
て
頂
く
た

め
に
、大
学
と
ご
家
庭
・
学
生
を
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
る
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
、サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、後
援
会
活
動
に
積
極
的
に

ご
参
加
頂
き
、今
後
の
活
動
内
容
に
引
き
続
き
ご
理
解
・
ご
協
力

頂
け
ま
す
よ
う
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
�
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自
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後
援
会
の
皆
様
に
は
、常
日
頃
か
ら
本
学
に
お

け
る
ご
子
女
の
教
育
・
学
修
に
つ
い
て
、並
々
な
ら

ぬ
ご
理
解
、ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
心
か
ら
の
謝
意
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。�

　
現
今
の
社
会
は
、誠
に
残
念
な
が
ら
国
内
外
と

も
に
不
透
明
か
つ
不
安
定
な
と
こ
ろ
が
多
く
、激

し
い
混
乱
や
痛
ま
し
い
犯
罪
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、本
学
に
学
ぶ
若
者
た
ち
も
不
安
と
戸

惑
い
を
覚
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
を
克
服
し
、厳
し
い
競
争
原
理

の
支
配
す
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
・
産
業
界
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、今
後
と
も
ご
家

庭
と
大
学
と
の
緊
密
な
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。�

　
本
学
で
は
一
昨
年
、教
育
の
理
念
を
文
章
化
致

し
ま
し
た
。そ
れ
を
簡
約
し
て
申
し
ま
す
と
、「
豊

か
な
人
間
性
、確
か
な
人
間
力
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、社
会
・
産
業
界
に
お
い
て
存
分
に
活
躍

で
き
る
専
門
基
礎
と
応
用
の
力
を
身
に
つ
け
、加

え
て
新
し
い
知
的
・
技
術
的
創
造
を
目
指
す
開
拓

者
精
神
に
あ
ふ
れ
た
、心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

専
門
的
職
業
人（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）の
育

成
に
主
眼
を
置
く
」で
あ
り
ま
す
。�

　
少
し
表
現
を
変
え
れ
ば
、以
下
の
よ
う
に
言
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
間（
社
会
人
）に
必
要
な
の

は
、自
立
し
自
律
で
き
る
力
と
、相
互
理
解
し
協

働
す
る
心
が
け
で
す
。
自
立
し
自
律
す
る
た
め
に

必
要
な
の
は
、仕
事
の
プ
ロ
と
し
て
の
一
人
前
の
力
、

つ
ま
り
専
門
力
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、人

間
は
集
団（
社
会
）の
中
で
生
き
る
動
物
な
の
で
す

か
ら
、周
囲
の
人
々
と
融
和
し
協
働
す
る
心
が
け

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
協
働
の
基
礎
と
し
て
、何
よ
り

も
し
っ
か
り
と
し
た
倫
理
観
と
マ
ナ
ー
、そ
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
な
ど
の
力
が
必
要
で
、そ
の
上
に
立
っ
て
堂
々
と

自
分
を
表
現
し
主
張
す
る
と
同
時
に
、他
人
を

理
解
し
受
け
入
れ
る
努
力
を
欠
い
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
協
働
の
実
を
挙
げ
な
が
ら
活
力
を
も
っ
て
生

き
る
力
が
、す
な
わ
ち
人
間
力
な
の
で
す
。�

　
最
近
の
世
相
を
見
て
い
る
と
、家
庭
内
で
の
円

滑
な
意
志
疎
通
と
融
和
・
協
働
が
如
何
に
大
切
か
、

そ
の
こ
と
を
実
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

【情報科学部設立10周年】記念シンポジウム開催�
　大阪工業大学の情報科学部が１９９６年

の開設から今年で１０周年を迎えます。これ

を記念した大阪工業大学・毎日新聞社主催

のシンポジウムが９月２日、大阪商工会議所

の国際会議ホールで開かれ、学生や教職員、

企業関係者など約５５０人が出席しました。�

　テーマは「『開けゴマ！』ユビキタスネット

社会がやってくる」で、近い将来に実現され

るといわれているユビキタスネット社会につ

いて、情報通信技術のあり方、情報通信技

術者の育成を担う大学における教育のあり

方などについて、専門家による講演、パネル

ディスカッションがありました。「２０５０年、夢

の通信時代へ」をテーマに基調講演を務め

たのは、ノンフィクション作家の山根一眞氏。

また、「ユビキタスネットが変える未来を占う」

と題したパネルディスカッションには東京大

学大学院の竹内郁雄教授、ＮＴＴ先端技術

総合研究所の市川晴久所長、毎日新聞科学

環境部の元村有希子記者、大阪工業大学

情報科学部の山内雪路教授がパネラーとし

て出席し、ユビキタスネット社会到来の功罪や、

今後の技術発展の展望などについて掘り下

げた議論が展開されました。�

�
〈ユビキタスネット社会とは…〉�
いつでも、どこでも、何でも、誰でも利用でき

るネットワークを実現させ、安心、安全で快適

な生活が送れる社会という意味。日本では総

務省がユビキタスネット社会実現に向けたu-

Japan政策の立案にすでに着手し、２０１０年

に実現できるようビジョン・政策の策定を進

めています。�
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情報科学部は、ユビキタスネットワーク社会（あらゆるものがつなが
り、いつでもどこでも通信サービスを利用できる社会）に対応する
ため、既存の３学科からネットワーク分野を切り出しそれに特化する
「情報ネットワーク学科」を新設し、より専門的な教育を展開します。
また、情報科学科はコンピュータ基盤技術に特化する「コンピュー
タ科学科」に名称変更し、カリキュラム（※）が充実します。生まれ変
わる情報科学部は、情報化社会に必要なあらゆる情報技術領域で
活躍できる情報プロフェッショナルを育成してまいります。�

（※）このカリキュラムは、2006年度入学生から適用されています。このことから「コンピュー
タ科学科」への名称変更は、2006年度入学生からの適用となります。�

世の中をもっと快適にするため�
ハード・ソフトウェアを開発する�

コンピュータ科学科�

いつでも、どこでも、誰とでも�
快適に、安心して使える�
ネットワークを築く�

情報ネットワーク学科�

より豊かで、�
安全・安心な生活のために�
コンピュータで社会の基盤をつくる�

情報システム学科�
画像、映像、音声の処理技術で�
新しいコミュニケーションを生む�

情報メディア学科�

2007年4月�
増設�

NEW 2007年4月�
名称変更�

Re-NEW

情報科学部情報科学部�
が変わります！�

2007年4月、�

理事長　坂口 正雄（さかぐち まさお）�
大阪工業大学工学部電気工学科卒。きんでん代表取締

役副社長、メックス代表取締役社長、同会長などを歴任。
2003年7月から学園理事。2006年8月から理事長。69歳。�

学園ではこのほど、東松理事長が�

7月31日付で退任（総長は続投）することに伴う�

新理事長の選任があり、坂口正雄理事が互選され�

新理事長に就任されました。�

新
理
事
長

新
理
事
長
に�

坂
口
正
雄
理
事

正
雄
理
事
が�

就
任
就
任�

■プロフィール�
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定期総会総会�
を開催�

2006年度�

■2006年度 大阪工業大学後援会役員・委員一覧 �

■2006年度 後援会会報編纂委員会�

安藤勇次�

山口　修�

山脇基文�

辰巳澄子�

機田かおる�

中嶋慶子�

坂井睦子�

津木雅規�

三木幸子�

高廣絹代�

御厩幸代�

西川好和�

山口容子�

福島初代�

山野智子�

藤原公美�

岩木昭雄�

森岡陽一�

樋口陽子�

岡野早苗�

工藤敏美�

馬場保恵�

浜野三代�

掛谷幸子�

横山さと子�

北口みどり�

濱本尚代�

谷本真弓�

衛藤政宣�

田村佳子�

大石貴子�

井上　充�

高橋典子�

坂田千明�

清水雪美�

木田悦子�

杉原清子�

　尾真智子�

上野夏子�

森實　猛�

松尾栄美子�

岡田英子�

山崎泰淑�

山口容子�

�

西川好和�

福島初代�

山野智子�

藤原公実�

岩木昭雄�

森岡陽一�

樋口陽子�

岡野早苗�

工藤敏美�

馬場保恵�

浜野三代�

掛谷幸子�

横山さと子�

北口みどり�

濱本尚代�

谷本真弓�

衛藤政宣�

顧 問 �

顧 問 �

顧 問 �

会 長 �

副 会 長 �

副 会 長 �

副 会 長 �

副 会 長 �

副 会 長 �

監 事 �

監 事 �

常任委員

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

常任委員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員�

委 員 長�

�

�

�

委　  員�

工学部長講演における７つのポイント�
１．２１世紀社会：不透明で複雑な社会�
２．日本の進むべき道�
３．企業が求める若者�
４．井深大と本田宗一郎�
５．若者が目指す自己実現？�
６．教育は知識の獲得と人格形成をセット�
７．大阪工業大学におけるキャリア教育�

　大阪工業大学後援会会則に基づき、２
００６年度の後援会定期総会を６月３日（土）、
学園創立６０周年記念館の記念講堂で
開催しました。西川　一学長や各学部
長をはじめとする大学の首脳を来賓に迎
え、延べ２７９名の会員が出席しました。�
　神宿悦子前副会長の司会進行により、
２００５年度事業報告、収支決算報告が旧
役員から、新役員選出後は２００６年度の
事業計画、予算の各案が新役員からそ
れぞれ提案され、すべての審議が承認さ
れました。なお、新会長には前副会長の
辰巳澄子氏が選出されました。（新役員・
委員一覧は下表の通り。２００６年度事業
計画および予算は５ページに掲載）�
　総会に続いて、井上正崇工学部長が
講師を務める「２１世紀社会が求めるキャ
リア教育」と題した講演がありました。地
球環境の変化と資源の枯渇。少子高齢
化が進む日本。中国、インド等の躍進など
不透明で複雑な社会環境の中、将来に

わたって社会から評価され、活躍できる
人間となるために、大阪工業大学におけ
るキャリア教育について、７つのポイントに
要点を絞って解説されました。�
　講演の後、セミナー室などに会場を移し、
希望者を対象にした個別懇談会を開催
しました。今年度は、昨年にも増して多数
の参加があり、学生生活や学業成績、就
職活動など相談内容によってそれぞれ会
場を設け、大学教員スタッフ、事務局部門
の担当者と個別相談を行いました。�

2006年度役員・委員の皆様�
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■ 2006年度 大阪工業大学後援会 予算書 （２００６年４月１日～２００７年３月３１日）�

■ 2006年度 大阪工業大学後援会 事業計画�

�

�

�

�

        �

�

�

�

Ⅱ.特別援助積立金会計の部 �

Ⅰ.一般会計の部 �

Ⅲ.国際交流支援事業会計の部�

前年度繰越金� 前年度繰越金�

海外研修貸付金支払支出�
次年度繰越金�

'06年度貸付見込み額 �

事　業� 内　容� 時　期�

4月�
6月�
�
随時�

１．学園教育振興会援助金収入�

２．寄付金・その他の収入�

３．受取利息収入�

４．前年度繰越金�

１．事業費支出�

　①課外活動援助金支出�

　②学生行事援助金支出�

　③学校行事援助金支出�

　④教育施設設備援助金支出�

　⑤教育支援援助金支出�

　⑥就職関係援助金支出�

　⑦教育懇談会費支出�

　⑧会報刊行費支出�

　⑨学業成績表郵送費支出�

　⑩慶弔費支出�

２．運営費支出�

３．予備費支出�

４．次年度繰越金�

収
入
の
部�

収
入
の
部�

支
出
の
部�

収
入
の
部�

支
出
の
部�

科　目� 予算申請額� 前年度予算額� 差　異� 備　考�

合　計�

項　目� 予算額� 項　目� 予算額� 備　考�

項　目� 予算額� 備　考�

合　計�

合　計�

合　計�

合　計�

40,000,000�

0�

3,000�

5,595,298�

45,598,298

42,426,000�

9,770,000�

2,530,000�

7,809,000�

2,000,000�

1,000,000�

4,417,000�

8,351,000�

3,805,000�

1,544,000�

1,200,000�

3,054,000�

118,298�

0�

45,598,298

36,210,000�

9,770,000�

2,530,000�

4,672,000�

200,000�

1,000,000�

4,333,000�

6,726,000�

4,054,000�

1,725,000�

1,200,000�

2,819,000�

789,690�

0�

39,818,690

6,216,000�

0�

0�

3,137,000�

1,800,000�

0�

84,000�

1,625,000�

△ 249,000�

△ 181,000�

0�

235,000�

△ 671,392�

0�

5,779,608

30,000,000�

0�

6,000�

9,812,690�

39,818,690

10,000,000�

0�

△ 3,000�

△ 4,217,392�

5,779,608

銀行預金利息�

（単位：円）�

26,000,000�

26,000,000

次年度繰越金�

支
出
の
部�

項　目� 予算額�

合　計�

26,000,000�

26,000,000

6,000,000�

6,000,000

2,500,000�
3,500,000�
6,000,000

※（注）海外研修貸付金の原資は６００万円。�

学生表彰副賞、城北祭、北山祭実施費等�

学位記授与式祝賀会祝儀、卒業記念品購入等、学部主催行事への援助�

貸出用課外活動用備品等、キャンパス美化運動への援助�

エクステンション講座講師派遣料の援助�

就職模擬テスト、就職講演会等講演料�

教育懇談会実施経費�

後援会会報発行等経費�

学業成績表作成、郵送料等経費�

香料、樒料、病気・災害見舞金等�

総会費、諸会議費、通信、案内状印刷費等の経費�

各課外活動団体活動用物品購入・修理費、�
特別行事費（海外合宿・周年行事等）、学外コンテスト出場費�

・ 特別行事（海外合宿・周年行事等）、学外コンテスト出場、�
   課外活動団体活動用物品購入・修理に対する援助�

・ 大学祭実施に対する援助�
・ 大学祭各賞副賞に対する援助�
・ 学生表彰副賞に対する援助�

・ 学位記授与式レセプション（祝賀会）等への援助�
・ 学部主催行事への援助�

・ 学生用貸出物品の購入�
・ キャンパス美化運動への援助�

・ 「就職模擬テスト」に対する援助�
・ 就職講演会・就職直前対策セミナー等に対する援助�

・ 学業成績表の保証人宛送付費用に対する援助�
・ 教育懇談会の開催�
　〔会場〕大阪（大宮・枚方学舎）・金沢・東京・松山・北九州・岡山�
・ 会報の発行、送付�

・ 後援会説明会（入学宣誓式終了後の  新入生父母への説明会）の開催�
・ 定期総会の開催�
    予算・決算、事業計画、役員等の  選出等�
・ 慶弔内規による見舞金等の支給�

・ 大学が実施する海外研修参加費用の一部貸与�

随時�

11月�
11月�
７月・１月�

3月�
随時�

随時�
随時�

9月～11月�
随時�

9月・3月�
10月～11月�
�
9月・3月�

8月�

８．その他目的達成のための必要な事業�

�

７．国際交流事業への支援�

６．教育上必要な家庭との連絡�

５．学生の就職についての協力援助�

４．施設・設備に関する協力援助�

３．学校行事への援助�

２．学生行事への援助�

１．学生の課外活動への援助�



T
O
P
IC

Koenkai Kaiho  No.38  September 2006 6

10月～11月�

教育懇談会教育懇談会の開催開催�
大阪・金沢・東京・松山・�
北九州・岡山�
（2006年度実施会場）�

学生学生の就職活動就職活動に�
ついての協力援助力援助�
●「総合就職テスト」に対する援助�
●就職講演会に対する援助�

学生行事学生行事への援助援助�
●大学祭実施に対する援助�
●大学祭各賞副賞に対する援助�
●学生表彰副賞に対する援助�

国際交流事業国際交流事業への�
支援支援�
●海外語学研修参加費用の一部貸与�

７月５日、創立６０周年記念館の記念講堂で開催されました。この春

の工学部環境工学科開設にちなんで、小池百合子環境大臣が「環

境教育・環境研究における大学への期待」と題して講演しました。ほ

ぼ満席となる約５００人の学生、教職員などが座席を埋め尽くしました。�

小池大臣は自身の留学経験など経歴の中から、いかにして環境

問題への関心を高めていったかを紹介。現在、環境省が取り組んで

いる京都議定書の温室効果ガス排出の６％削減問題、「クールビズ」

や「循環型社会の実現」などの提案・提言について、丁寧に説明さ

れました。また、環境を守るためには「わざ」と「こころ」が大切と強調

され、環境教育における人づくりに対する強い期待を述べられました。�

講演終了後、小池大臣には東松総長から大阪工業大学名誉博

士の学位が授与されました。�

小池環境大臣招き�
特別講演会�

テーマは�
環境�
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大阪工業大学大阪工業大学�
後援会後援会�
役員会・委員会�

事務局�

後援会活動�

定期総会定期総会の開催開催�

学生学生の課外活動課外活動への援助援助� 教育上必要教育上必要な施設施設･設備設備�
に関する協力援助力援助�●各課外活動団体活動用物品購入・�

　修理費に対する援助�
●特別行事費（海外合宿・周年行事等）に�
　対する援助�
●学外コンテスト出場費に対する援助�

●学生用貸出物品の購入�

大学行事大学行事への援助援助�
●学位記授与式レセプション�
　（祝賀会）等への援助�
●卒業記念品の贈呈�

教育上必要教育上必要な�
家庭家庭との連絡連絡�
●学業成績表の保証人宛送付費用に�
　対する援助�
●教育懇談会の開催�
●会報の発行、送付�

・予算決算審議�
・事業計画審議�
・役員の選任�

の早わかり！�
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実 施 日�実施都市� 対象学部�会　場�

Koenkai Kaiho  No.38  September 2006

大  阪�
（本学）�
�

金  沢�

東  京�

松  山�

北九州�

岡  山�

会員の現住所� 対象年次� 出席会場（いずれか１会場を選択）�

大阪・兵庫・�
京都・和歌山・�
奈良・滋賀�
の各府県�

それ以外の�
都道県�

情報科学部�
１～４年次�

工学部�
１～４年次�
知的財産学部�
１～４年次�

情報科学部�
１・２年次�

工学部�
１・２年次�
知的財産学部�
１・２年次�

大阪（枚方キャンパス）または�
金沢・東京・松山・北九州・岡山の�

各会場�

大阪（大宮キャンパス）または�
金沢・東京・松山・北九州・岡山の�

各会場�

大阪（枚方キャンパス）または�
金沢・東京・松山・北九州・岡山の�

各会場�

大阪（大宮キャンパス）または�
金沢・東京・松山・北九州・岡山の�

各会場�

■日程・会場� ■懇談対象者�

大阪の本学会場のほか東京など5都市で開催�

10／14（土）�

10／22（日）�

10／29（日）�

11／12（日）�

大宮キャンパス�

枚方キャンパス�

金沢ニューグランドホテル�

大阪工業大学東京センター�

松山全日空ホテル�

リーガロイヤルホテル小倉�

アークホテル岡山�

工学部・知的財産学部�

情報科学部�

�

�

全学部�

教育教育懇談会のご案内�'06

06-6954-4097�

06-6954-4102�

06-6954-4083�

06-6954-4651�

06-6954-4093�

072-866-5301�

072-866-5308�

06-6954-4163�

�

shomu@ofc.oit.ac.jp�

kouenkai@ofc.oit.ac.jp�

kaikei@ofc.oit.ac.jp�

kyoumuka@ofc.oit.ac.jp�

gakusei@ofc.oit.ac.jp�

syusyoku@ofc.oit.ac.jp�

jyo-jimu@ofc.oit.ac.jp�

jo-syu@ofc.oit.ac.jp�

chizai@ofc.oit.ac.p

部署（主な業務）� 直通電話番号� Ｅメールアドレス�

大阪工業大学後援会では会員の皆様が
直接大学の先生方と懇談される機会とし
て教育懇談会を開催しています。また、
大学の事務局でも学生本人からの相談
はもちろん、ご家庭からのご質問、ご相談
も随時受け付けております。どんな内容
でもお早目にご相談されることが肝要です。
どうぞお気軽に右記窓口をご利用ください。�

大学へのお問合せ�
窓口のご案内� 庶務課 （学位記授与式など）�

 （後援会関係）�

会計課（学費）�

教務課（学業成績）�

学生課（学生生活、奨学金など）�

就職課（就職関係）�

情報科学部事務室（教務・学生関係）�

　　　　　　　　（就職関係）�

知的財産学部事務室�

※夜間・休日等緊急連絡先 【工学部・知的財産学部 】 正門守衛室 TEL.０６－６９５４－４８５７�
 【       情報科学部  】 防災センター TEL.０７２－８６６－５３３０�

　教育懇談会は、大学側の全面的な協力を
得て、ご家庭と大学とのコミュニケーション
を図ることを目的とした後援会最大のイベン
トです。より多くの会員の皆様にご出席、ご
満足いただけるよう、毎年実施後に出席会
員からいただいたご意見・ご要望を基に、新
年度の運営改善を図っています。�

　２００６年度は、大阪（大宮・枚方キャンパス）、
金沢（中部地区）、松山（四国地区）、岡山（中
国地区）、北九州（九州地区）に加え、東日
本各地在住の会員から特に要望がありまし
た東京も加えた６都市７会場で開催いたします。
　教育懇談会の中でも特に重視している会
員と先生方の個別懇談を一人でも多くの方

に受けていただけるよう、担当の先生方にも
多数出席・ご出張いただきます。�
　対象者の方は是非この機会をとらえ、奮っ
てご出席いただきますことを後援会役員一
同心よりお待ちいたしております。�
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■教育懇談会当日の流れ  ※時間・内容等は予定です。� ■参加までの流れ�

◎10：00～11:40
全体懇談・総括説明会�
学業全般や学生生活、就職関係について担当
の先生から説明があります。�

◎12:40～13：20 
就職に関する説明会�
将来の進路にかかる大切な説明があります。�

◎13：20～16:30
学部・学科説明会、個別懇談�
事前に個別懇談にお申込みの方は、所属の学部・
学科ごとに分かれていただき、教員スタッフ紹介、
教育方針の説明、研究室の見学などに続いて、
お一組２０分間の個別懇談を受けていただきます。�

◎11：40～12:40
昼食および施設見学�
昼食をお取りいただき、学内の施設を自由にご
見学いただきます。文化会のクラブ活動もご覧
いただけます（大宮キャンパス）。�

アンケートにも�
ご協力願います� 個別懇談� 全体懇談会�
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◎大阪（本学）会場� 対象者の方へ開催の案内状をご送付�
（９月初旬）�

前期成績表をご家庭へご送付�
（９月１９日前後にお手許へ）�

出席の方は「参加申込書」をご投函�
（９月２５日必着）�

大阪会場（大宮キャンパス）に�
ご出席の方で大学施設にご宿泊を�
希望される方はお申込みを�
（詳細は案内状をご覧ください）�

当日、会場の受付まで�
直接お越しください�

受付開始�
◎9：30～�

◎11：45～12:40
全体懇談会�
学業全般や学生生活について担当の先生から、
就職活動などについて就職課職員から説明が
あります。また、出席の先生方の紹介があります。�

◎12：50～13:40
昼食懇談会�
出席の先生方を囲み、昼食を交えてご懇談い
ただきます。�

◎13:40～16：00

個別懇談会�
出席の先生とお一組２０分間の個別懇談があ
ります。大学の就職部のスタッフと就職活動
などについて相談する「就職相談コーナー」、
同じ父母の立場で後援会役員と懇談いただく
「後援会コーナー」もあります。�

受付開始�
◎11：00～�

◎地方会場�

TOPICTOPIC

東京センター�
東京都千代田区有楽町１-７-１�
有楽町電気ビルヂング北館５階�
ＴＥＬ ： ０３-３２８６-０９１１�
ＦＡＸ ： ０３-３２８６-０９１２�

　今回初めて開催する東京では、この春にオープン
した大阪工業大学東京センターを会場として使用し
ます。同センターは首都圏における学生の就職活動
などの拠点として活用され、インターネットの利用や
Ｅメールの送受信、常駐スタッフによる各種証明書の

発行も可能です。ＪＲ有楽町駅、地下鉄日比谷線日比谷駅から徒歩１
分の好立地にあり、交通はとても便利です。学生ばかりではなく、会員
の皆様もご利用いただけま
すので、ぜひお立ち寄りく
ださい。�
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2006年度 就職戦線リポート�

▲就職部就職課のスタッフの皆さん（大宮キャンパス）� ▲情報科学部就職係のスタッフの皆さん（枚方キャンパス）�

今年度の就職活動は、昨年に引き続き

好調に推移するとの予想でした。３月下旬

に各企業の新卒採用計画数が公表され、

多くの企業で採用数が増加。これを受けて

マスコミ各社では「全４３業種のうち、前年

度実績を上回ったのは３８業種（日経産業

新聞３月２２日付）」等の記事が一斉に踊り

ました。景気回復による人手不足感の強ま

りや「団塊世代」の大量退職をにらみ、企

業が採用を大幅に増やし、学生の「就職戦

線」というより、むしろ企業の「学生争奪戦」

といった、まさにバブル期の再来という勢い

でスタートを切りました。�

これらを裏付けるように、本学へ求人票

を寄せられた企業数は、９月１日現在で前年

同月より約４００社増の５，０３９社（前年同月

比８.４％増）にのぼり、また、連日各企業の

人事採用担当者が、近畿圏はもちろんのこ

と、関東、中部、中国方面からも本学を訪問

され、「工大生を是非採用したい。工大の

学生を推薦して欲しい。」と、熱烈なラブコ

ールが後を絶たず、一時は応対を待ってい

ただく一幕も。�

このような中、今年度就職活動を向かえ

た工大生は、後期試験の終了した２月下旬

から積極的に就職活動をスタートし、例年よ

り早い時期から内定を獲得することができ

ました。なかでも特筆すべきことは、多くの

学生が複数の一流企業から内定を獲得し

たことです。中にはひとりで５、６社と内定を

獲得した学生もおり、彼らにとっては、様 な々

業界を視野に入れ、幅広く進路選択を行い、

将来の夢の実現に向けて絶好の機会を得

たと思われます。また、各企業から女子学

生に対するエンジニアのニーズも例年より

高く、これまでの就職難といった状況がまる

で嘘のように、内定率も男子学生と同レベ

ルで推移しました。�

９月１日現在の就職内定率（就職希望者

に対する内定者の割合）は、全学平均で昨

年度よりも１ヶ月早く８０％を超え、特に建築

学科・情報システム学科で既に９０％を上回

ったのを筆頭に、各学科においても高い内

定率となりました。また、今年度から１期生

が就職活動の時期を迎えた知的財産学部

もその多くが知財知識を生かせる部門へ

の就職を勝ち取り、大健闘しています。�

ところで、就職環境が改善されたにも拘

わらず、やはり現在も活動中の学生、未活

動の学生が存在するのも事実です。確かに、

企業の採用予定人数は増加しましたが、各

企業が採用基準を下げていないため、結

果的には一定の基準をクリアした学生に内

定が集中し、一方で基準に達しない学生は

ことごとく不採用という結果になりました。前

半戦でこの両者を分けたものは何でしょうか？

一つ言える事は、３年生になってから慌てて

進路のことを考えるのではなく、将来の夢や

目標に向かって充実した学生生活を過ごし

たか否かということです。�

就職部では現在、未内定・未活動の学

生に対して、支援体制を整えております。現

状では、中堅、中小の企業は、まだまだ採用

予定数に達しておりません。そこで、それら

の企業を対象として、約３，１００社に「採用

活動継続企業調査」を実施しました。この

結果、採用活動継続中の回答を得た情報

をもとに、未内定学生に対して、最新の求

人情報提供と併せて個人面談を実施し、

彼らの内定獲得のバックアップを全力で行

っています。�

�

就職戦線�
今年の就職戦線の特徴は？�
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自分の良さを活かす。�

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン�

大
学
で
は
学
生
の
み
な
さ
ん
が
自

分
自
身
を
知
る
こ
と
、そ
こ
か
ら
学
生

生
活
の
過
ご
し
方
を
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
２
年
前
か
ら
「
自
己
発

見
レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
テ
ス
ト
を
実
施

す
る
な
ど
し
て
低
学
年
か
ら
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本

年
４
月
か
ら
は
半
期
科
目
と
し
て
、工

学
部
の
１
年
生
を
５０
人
程
度
に
ク
ラ

ス
分
け
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
と

い
う
科
目
を
開
講
し
ま
し
た
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
テ
ー
マ
と
し
て
、自
己

理
解
↓
目
標
設
定
↓
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
完
成
度
を

求
め
ず
、自
分
で
考
え
る
こ
と
、他
者

の
言
い
た
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
聴
く
こ

と
に
主
眼
を
置
き
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
ゲ
ー
ム
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

学
生
参
加
型
の
授
業
と
し
た
こ
と
も

あ
り
、実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
８

割
以
上
の
学
生
が
満
足
感
を
示
し
ま

し
た
。�

１
年
生
の
み
な
さ
ん
が
大
学
生
活

を
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
で
き
る
よ

う
、一
度
自
分
を
振
返
っ
て
い
た
だ
く
。

そ
こ
か
ら
新
た
な
目
標
を
見
つ
け
て

歩
み
始
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
学

で
は
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
授

業
で
は
そ
の
前
提
と
な
る
自
己
理
解

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
将

来
の
進
路
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
る

の
で
、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
名

称
を
付
し
ま
し
た
。�

１
年
生
の
み
な
さ
ん
の
多
く
は
、ま

だ
大
学
と
い
う
大
き
な
「
門
」
の
前
に

立
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。こ
こ

は
何
を
す
る
と
こ
ろ
な
の
か
。
大
学
教

育
の
大
き
な
目
的
は
「
真
理
の
追
求
」

に
あ
り
ま
す
が
、多
く
の
１
年
生
諸
君

は
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
で
し
ょ

う
。
少
子
化
時
代
の
流
れ
の
中
で
は
自

然
な
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
例
え
る

な
ら
ば
、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
で
き
る

こ
と
は
そ
の
大
き
な
「
門
」
を
自
分
で

開
い
て
み
よ
う
と
考
え
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
大
学
だ
け

で
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、ご
家
庭
で
も
ご

子
女
が
ど
の
よ
う
な
授
業
を
受
け
て

い
る
の
か
、そ
こ
か
ら
ど
う
い
う
こ
と
を

感
じ
て
い
る
の
か
を
聴
い
て
い
た
だ
け

た
ら
大
変
有
り
難
い
と
私
た
ち
は
考

え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
の
授
業
も
活
き
て
く
る
。
そ

の
後
は
学
生
諸
君
の
努
力
次
第
で
す
。

大
学
は
そ
う
い
う
皆
さ
ん
を
応
援
す

る
よ
う
に
出
来
て
い
ま
す
の
で
大
い
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

就
職
活
動
の
場
面
で
は
大
学
生
活

が
充
実
し
て
い
た
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

１
年
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、ま
さ
に

今
が
大
切
な
時
期
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。�

時
代
は
「
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
か
ら
ｂ
ｅ
へ
」
。「
何

を
も
っ
て
い
る
か
か
ら
“何
で
あ
る
か
”」

に
変
わ
り
始
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
今

後
、社
会
で
は
「
二
極
化
」
が
さ
ら
に

顕
著
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
ん
な
社
会
に
あ
っ
て
も
、自
分
の

良
さ
を
理
解
し
、そ
の
活
か
し
方
を

知
っ
て
い
る
自
分
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
。

そ
ん
な
自
立
し
た
学
生
に
な
れ
る
よ
う
、

今
後
も
積
極
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。�

特
集�
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新井 文和  工学部・応用化学科�

 就職活動のコツは�
『焦らずに、しっかり自己分析』�
　私が就職活動を始めるにあたって最も大切なことは「自己分析」であ
ると考えています。自己分析をすることによって、自分が将来どのような職
に就きたいのか、また、どのような仕事ができるのかといった事が少なから
ず見えてくるからです。そうすることで、面接の際にも自分の考えを明確
に伝えることができると私は思います。初めて面接を受ける時は様 な々不
安が頭の中をよぎると思います。しかし、面接は場数を踏むことで慣れる
ことができます。みなさんもできるかぎり、多くの企業を受験してください。�
　就職活動に焦りは禁物ですので、くれぐれも焦らずに、しっかりと自分
の意志を持って就職活動をすれば、必ず良い結果を出すことができると
思います。頑張ってください。�

樋口 耕平 工学部・経営工学科�

自分らしい就職活動を！�
　就職活動を始めるにあたって最初に考えたのが、自分はどんな仕事が
したいのかでした。自分が適しているような仕事を探すのではなくて、自
分が好きなこと・興味があるもの・やってみたいと思うような企業を探しまし
た。私は以前から「モノを創り上げていく仕事に携わっていきたい」と思
っていたので、主にメーカーを中心に受験しました。私は面接や筆記試
験などが得意だったわけではなく、特別なアドバイスはできませんがこれ
だけは行なってほしいことを３つお伝えします。①とりあえず、説明会や学
校の就職イベントに参加すること。企業説明会に行くと色 な々話が聞け
て面白いです。②就職課は活用すること。たぶんわからない事だらけな
ので、相談に行くと色 と々アドバイスしてくれます。私は面接の練習を先生
方にも協力してもらい指導していただき、よい経験になりました。③たまに
は息抜きをしてください。休みすぎると焦りますが。自分のペースで進め
ていくのが良いです。これぐらいを頭の片隅にでも置いていただいて、あ
きらめず頑張ってください。最後に、就職活動に行き詰まったとき、力を貸
していただいた先生方、先輩方、就職課の皆様にこの場をかりてお礼申
し上げます。ありがとうございました！！�

清水 亮介  情報科学部・情報科学科�

縁と思いで未来へ繋げる�
　私は昔からロボット等の制御ソフトウェアの開発を行う職に就きたいと
考えていました。しかし、実際はどのような会社でどんな仕事があるのか
を知らずに就職活動の開始を迎えてしまいました。そして就職活動を進
めていくにつれて先生や就職係の方々のアドバイスを受け、視野が広が
り、いろいろな方面に興味を向けるようになりました。その時に出会ったの
が日立製作所でした。当初は家電などを扱っている大きな企業という浅
いイメージしかありませんでしたが、周囲からいろいろな話を聞き、説明会
に参加するにしたがってその企業イメージが一変しました。自分のやりた
い仕事の大元である自動車のシステム・ソフトウェア開発を行っており、そ
の保有する技術力や多くの自動車メーカーへの提案力は抜きん出たも
のがありました。更にその分野において日立製作所はこれからも力を入
れていくと聞いたので私もそれに参加して未来の車社会をより快適にし
ていきたいと考え、その考えを強く主張することで内定を得ることができま
した。�
　これから就職活動の皆さんは色々な悩みを抱えることもあると思いま
すが、広い視野と人間関係などのネットワークを駆使して柔軟に挑んで
行ってほしいと思います。�

壷阪 知央  情報科学部・情報システム学科�

夢と情熱が結ぶ鉄路（みち）�
　私は就職活動を始める時に、自分が『どんな仕事がしたいのか』を学
生生活で見つけることができませんでした。そうこうしている間に就職活
動が始まり、色 な々会社の説明会に行ったり、訪問したりしました。そこで
自己分析をしていくうちに、幼少の頃からの夢であった鉄道関係に就職
したいと強く思いました。そんな中、どうせなら旅客鉄道で１番大きい会
社に入りたいと思い、ＪＲ東日本を志望しました。�
　就職活動を終えて思った事は、企業研究をしっかりして、数多くエント
リーをして、自分が本当に行きたい、将来活躍したいと思えるような会社
を見つけ、「絶対にこの会社に入りたい」という強い気持ちを持って面接
に立ち向かえば自然と面接官に熱意が伝わるということです。皆さんも自
分に自信を持って就職活動に挑戦して下さい。�

大竹 亜衣  情報科学部・情報メディア学科�

　私は福祉や医療に興味を持っていましたので、この分野で大学で学
んだことを生かした仕事がしたいと考えていました。その時にＮＴＴ西日
本のＨＰを見て電話やネットの基盤構築だけでなくこれらを利用したアプ
リケーションなどを作っている事を知りました。その中に福祉や医療の分
野も含まれており、ＮＴＴという幅広い規模で自分の理想を実現させたい
と思い志望しました。�
　就職活動で大切だと思ったのは『行動する事』です。自分には無理
だと思う事でも行動してみて下さい。行動しなければ何も起こりません。
結果がだめでも「どうしてだめだったのか、次はどうしたらいいのか」など
考える事につながります。また就職活動を通して多くの人と出会い、話し、
そして自分なりに色々考えていく中で沢山のものを学びました。不安な事
もありますが、今の自分、未来の自分に自信をもって就職活動を頑張って
下さい。�

内定先�

森永乳業 株式会社�内定先�

京セラ 株式会社�

内定先�株式会社 日立製作所�

内定先� 西日本電信電話 株式会社�

内定先� 東日本旅客鉄道 株式会社�

中山 雄喜  工学部・電子情報通信工学科�

就職活動は体当たりで！！�
　私とこの会社との出会いは合同企業説明会でした。総合化学メーカ
ーでも機電系の存在が大事であることを知り、私にも多くのチャンスがあ
るのではないかと思い東レを志望しました。説明会の後、工場見学会に
参加し、その後も説明会には幾度か積極的に参加し同社のことを研究し
ました。就職活動においてはしつこいぐらいで十分だと私は思います。就
職活動中、一つ心に決めていたことが私にはあります。それは周りに流さ
れないということです。誰が内々定をもらっても気にしないこと。マイペース
で良いのです。面接に行っても同じです。普段の自分を出すのは難しい
ですが、多くの企業を受けて面接に慣れれば大丈夫です。友達同士で
の面接練習も面接対策になります。体当たりで数をこなすという意味でい
ろいろな企業を受ければ、自分をどうアピールしたらよいかも見えてきます。
それがわかってきたら、納得いく企業に行けるチャンスが広がると思います。
最後に、就職活動に疲れたときには気分転換も必要だと思います。気分
転換も就職活動の一つです。納得いく企業に内定をもらえるように、迷わ
ずどんどん体当たりで企業を受け、内定を勝ち取ってください。�

内定先�東レ 株式会社�

やってみよう！�



就職内定学生
�

からの�
アドバイス�
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二宮 孝志�工学部・都市デザイン工学科�

大成建設 株式会社�

『自分らしさ』を持つこと�
　私は、「自分がつくった構造物を人 に々快適に利用してもらいたい」という夢を
実現するため、建設業を中心に就職活動を行いました。企業のホームページを
見て、興味を持った会社には自分の足で説明会や会社訪問、現場見学などで
30社以上回りました。中でも仕事のスケールの大きさや、会社に誇りを持って仕
事をしている大成建設を志望しました。就職活動では「自分らしさ」を持つこと
が最も重要です。会社を数社受けましたが、始めのうちは面接で緊張して、うまく
自分を出すことができませんでした。しかし、自己分析をしっかり行い、友人と面
接の練習をしていくうちに面接にも慣れ、自分らしさを出すことができるようになり
ました。面接では、「自分がどういう人物か」、「会社で何をやりたいか」を自信を
持って伝えることができれば、結果はついてくると思います。最後にこれから就職
活動を行う皆さん、積極的に行動し、自分に自信を持って臨んでください。�

野田 幸宏  知的財産学部・知的財産学科�

　就職活動にもっとも必要なものは、自分を表現する能力だと感じました。自分の
やりたいことと企業側のニーズが合って、初めて採用に至るのだと思います。私が
たくさんの企業の中からマツダを選んだ理由は、車が好きだということと、現状に満
足せず常に新しいアイディアを積極的に取り入れるマツダの姿勢を強く感じたか
らです。入社後は、大学時代に学んだ知的財産の知識を活用して、マツダの優れ
た技術を保護していきたいと思っています。自分はいったい何がしたいのか？たく
さんの企業の中で自分はどの企業を選べばよいのか？これは誰もが迷うことだと
思います。時には周りの人に手助けをしてもらい、最終的には自分の意志で行動
することが重要だと思います。ほとんどの人が、学生として望む就職活動は最初
で最後の経験になると思いますので、楽しんで就職活動に取り組んでください。�

松井 英子 工学部・建築学科�

イメージからもう一歩�
踏み込んで！�
　はじめの頃、ただ「設計がしたいっ！」というだけで、説明会に行っても釈然としな
いものがありました。当時から興味のあった設計事務所も「シッカリ力がついて、設
計ができて…」というイメージだけでした。選考が進む３月、私は一歩踏み込むため
に、２週間設計事務所のオープンデスクに行き、事務所の魅力や、仕事の対応や姿
勢に触れました。その後も多くの社会人の方 と々接し、具体的な目標や自分の意志
を固めることができました。設計事務所ではなく、積水ハウスを選んだのは、ＯＢと話
したときに日本の住宅メーカーは今後ももっと成長しなければならず、積水ハウスに
その可能性を感じたからです。私も早く実力をつけて、その変化に加わり、活動的
に仕事がしたいと思っています。　就職活動で大切なのは、ぼんやりした自分の意
志を明確にすることだと思います。その上で一つ一つの選考を大切にして、「誠心
誠意」向き合えば、次第に芽が出て、自分らしい結果が得られると思います。�

朝田 修次  工学部・電気電子システム工学科�

早め早めに行動を�
　就職活動を始めた頃は、自分がどういった仕事がしたいのか、まだは
っきりしていなかったので、色 な々業界を視野に入れセミナーや合同企業
説明会にとにかく積極的に参加しました。実際に企業研究や会社説明
会に参加していくうちに、自分自身の興味が段 と々明確になり、業界とし
ての進歩が目覚しく、常に新しいものが求められている半導体業界で働
きたいと思うようになりました。その中で、大手電機メーカーの中でも半導
体分野に最も注力している東芝を志望しました。�
　就職活動では、志望動機・自己PRをしっかりと準備しておくことが重
要です。しっかりと自分と向き合い、悩めば悩んだ分だけ相手に伝わるも
のになると感じました。また、就職関連の本や、就職部や担当教授にアド
バイスをもらうと自分では気付かない点もたくさんあるので参考になると思
います。後輩の皆さん！早くから自己分析・企業研究をしていれば、きっと
良い結果が出ると思います。後悔のないように、全力で頑張って下さい。�

関井 徹  工学部・機械工学科�

『自動車に携わ動車に携わる仕事が仕事がしたい』�
  これが、私の夢でした�
『自動車に携わる仕事がしたい』�
  これが、私の夢でした�
　自動車産業はとても裾野の広い産業で、働く人の１２人に１人は自動
車関係であると言われています。私は自動車を利用して仕事をするよりも、
自動車自体を作る仕事を、サプライヤよりもメーカーをというような優先順
位を付けていきました。数多くのメーカーがある中で、私は日産車の約４
分の１の車種を製造している日産車体に興味を持ち、受験しました。就
職活動は人生の中で大きなターニングポイントであると私は考えます。い
かに自分自身を客観的に見つめ直すことが出来るか、その中で、他人に
はない長所を見出してアピールすることが大切だと感じました。皆さん自
身の人生です。後悔しないように精一杯就職活動を楽しんで下さい。�

内定先�
株式会社 東芝�内定先�

積水ハウス 株式会社�内定先�

日産車体 株式会社�内定先�

内定先�マツダ 株式会社�

自分を表現するために�

2006�
年度�

�

知的財産学部
�

知的財産学科
�

1期生も大健
闘！�
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注１． ○は講座開講。［枚方キャンパスは工大・情報科学部のキャンパスを示す］�
 どのキャンパスでも受講することができます。�
注２． 講座の内容・日程等については、パンフレットでご確認ください。�
注３． 受講料は、在学生（基本）料金を示す。�
注4．  ＭＯＳはMicrosoft Office Specialistの略。�

Ｅｘｃｅｌ2002

工大・大宮� 摂大・寝屋川�工大・枚方�
受講料（円）�

開講キャンパス�

30,000�

34,000�

47,000�

31,000�

24,000�

31,000�

9,000�

17,000

○�

�

�

�

�

�

�

○�

○�

�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

�

○�

�

○�

○�

■後期開講講座一覧（申込締切：9／25（月））�

語
学
系�

資
格
取
得�

進
路
支
援�

ＴＯＥＩＣ�

ＭＯＳ�

２級建築士�

秘書技能検定（準１級）�

公務員 入門・教養基礎 �

公務員 入門・教養/専門基礎 �

コミュニケーション能力養成 �

就職試験対策 �

講座名�

エクステンシ
ョン講

座

●国家資格�
法律・法令に基づいて国が試験を行い認定する資格。�
初級シスアド・基本情報技術者・総合旅行業務取扱管理者・�
建築士・宅地建物取引主任者・行政書士�

●公的資格�
公的機関と呼ばれている財団法人や社団法人が試験を行い、�
主管の各省庁や大臣、あるいは商工会議所が認定する資格。�
ＣＧエンジニア・簿記・秘書技能�

●民間資格�
各種団体や民間企業が試験を行い認定する資格。�
職業資格制度としての法律的背景はない。�
ＣＡＤ・Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｏｆｆｉｃｅ Ｓｐｅｃｉａｌｉｓｔ/Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ�

　後期に開講される講座は全８講座。

なかでも注目したいのは進路支援を

目的に開講されるコミュニケション能

力養成講座。今社会で最も求められ

る自己表現能力。この機会に今の自

分をさらにブラッシュアップさせてみ

ませんか。��

　また３年生を対象に開講する就職

試験対策講座では、就職試験の３大

関門（書類＋筆記＋面接）に対応し

た内容となっているため、就職活動を

効率的に進めることができます。�

ステップアップを�
サポート�

�

�

資格資格の種類種類�

T O P I C S

語
学
系�

語
学
系�

資
格
取
得�

進
路
支
援�

ＴＯＥＩＣ�

ＴＯＥＩＣ�

ＭＯＳ（Ｅｘｃｅｌ）�

２級建築士�

公務員�

コミュニケーション�
能力養成�

講座名� 大宮キャンパス/日時�開講場所�

講座名� 枚方キャンパス/日時�開講場所�

※  就職試験対策講座の説明会の実施予定はありません。�
注． ＭＯＳはMicrosoft Office Specialistの略。�

9/22（金）�

9/20（水）�

9/21（木）�

9/20（水）�

9/19（火）�

9/21（木）�

16：40～�
17：40

16：40～�
17：40

15：00～�
16：00

16：40～�
17：40

16：40～�
17：40

16：40～�
17：40

682教室�

652教室�

693教室�

752教室�

652教室�

�

1201教室�

�

学園では、２００３年度から資格取得・進路支援を目的とした�

「エクステンション講座」をスタートし、今年度は技術系対策の公務員講座

を追加するなど更に充実した全１５講座（国家資格６・公的資格３・民間資格

２・その他３・公務員）を開講しています。なお、在学生には奨学金制度や�

再受講制度などの特典があります。（詳細はパンフレットを参照ください。）�

前期講座では約８２０名、夏期講座には約１２０名の方がステップアップを目指

し受講しています。�

また、昨年度からは、在学生・卒業生に加え一般の方の受講が可能となって

います。�

後期開講講座の説明会を９月１９日～２２日に開催します（詳細は右表のとおり）。�

興味のある講座説明会に是非ご参加ください。�
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平成17年（度）試験受験者数 �
（単位：人）�

 1 ＴＯＥＩＣ 1,499,000 �

 2 日商簿記３級 249,877 �

 3 ＭＯＳ（Specialist） 212,800 �

 4 宅地建物取引主任者 181,880 �

 5 日商簿記２級 144,008 �

 6 基本情報技術者 141,566 �

 7 初級システムアドミニストレータ 127,507 �

 8 介護福祉士 90,602 �

 9  行政書士 74,762 �

10 ソフトウェア開発技術者 72,713 �

11 福祉住環境コーディネータ２級 64,015 �

12 税理士 56,314 �

13 社会保険労務士 48,120 �

14 福祉住環境コーディネータ３級 44,505 �

15 社会福祉士 41,044 �

16 司法試験（２次試験） 39,428 �

17 司法書士 31,061 �

18 日商簿記１級 30,308 �

19 マンション管理士 26,184 �

20 ＣＡＤ利用技術者２級 21,513 

■受験者数ランキング�

資格取得資格取得を目指す指す3つのポイント！�

　資格取得は「就職に有利」と考え

るのは一般的です。確かに「有利」

であることに間違いありません。しかし、

資格があれば就職できるか、というと

答えはNoです。逆に資格がないと

就職できないかというとこれも答え

はNoです。資格はその結果とともに

合格までの過程（努力）も評価され

ますが、あくまでも「付加価値」の一

つと言えます。�

　それでは、企業が重視する能力（ポ

イント）は何か。それが「人間力」と

いう言葉に集約されます。大学生活

のなかで、さまざまなことにチャレン

ジし、経験を積み重ねながら人間力

を高めていくことが最大の課題です。�

志と心 ： 社会の一員としての規範を備え、物事に�
  使命感をもって取り組むことのできる力�
行動力 ： 情報収集や、交渉、調整などを通じて�
  困難を克服しながら目標を達成する力�
知　力 ： 深く物事を探求し考え抜く力�

国家資格だけでも1,200種類以上。公的資格・
民間資格を合わせるとかなりの種類になり
ます。数ある資格の中から、なにを目指すか。
まずは資格の種類・内容を理解することから
始めましょう。�

重要なのは、資格を取得して「どうしたいのか」
「どうなりたいか」にあります。ただし、学生時
代に自分の将来像を明確に描けている人は
多くないかもしれません。自分をみつめ、自分
の将来について考えてみることが不可欠です。�

資格を取るために学び、合格する。それだけ
でも大きな喜びでしょう。しかし、資格取得は
合格するだけが目的（ゴール）ではありません。
合格は通過点。次のステップへのスタートで
もあります。つまり、自己実現のためのツール
の一つということです。�

資格資格の評価評価�

出所： 「21世紀に生き抜く次世代育成のための提言」�
 （経団連2004.11）�

・実行力�
・コミュニケーション能力�
・情報収集力�
・プレゼンテーション能力�
・シミュレーション能力�
・ネットワーク力�
・異文化理解能力�

・基礎学力�
・論理的な思考力�
・戦略的な思考力�
・専門性�
・独創性�

行動力�

志と心�

知 力�

・人間性、倫理観�
・社会性�
・職業観�
・責任感�
・仕事に対する意識の高さ�
・国際協調の意識�

企業が求める能力�

～重要なのは「人間力」～�

なにを取るか What

どう取るか  How

なぜ取るのか  Why

前期講座�
受講者の感想�

●とても良い勉強になりました。授業の「コ
ンピュータグラフィックスⅠ」にも役立つこ
とを予習・復習できたので、試験の結果が
どうであれ、ためになりました。�
●ポイントごとに解説してくれてとてもわかり
やすかった。�

ＣＧエンジニア検定（3級）講座�

ＣＡＤ利用技術者（2級）講座�

ＴＯＥＩＣ講座�

●講座の内容は難しいものだったけれど、し
っかり理解できた。質問への対応も満足
できた。�
●３年生になってＣＡＤを習うので、その予習
として大変勉強になった。�
●後半に進むにつれて良く分かるようになっ
てきて、おもしろかったです。�

●独学でやっていたころより、格段に力がつ
いたと思います。�
●リスニングに力を入れることができた。単語
テストがあるので、覚えるのにやる気がでる。�
●リスニングや文を読む際のコツ等がよく分
かりました。�

■は本学（工大・摂大）で開講している講座を示す。�
公務員は除く。�



125�

120�

115�

110�

105
15単位未満�15～19単位� 20～24単位�25単位以上�

規則正規則正しい生活習慣生活習慣を。�
　近年、若者の心と体の問題が深刻化しています。初等中

等教育では朝食の摂取率と学力の関係が指摘されるなど

生活習慣と学力の問題が少しずつクローズアップされてい

ます。それでは大学などの高等教育機関で心と体の健康を

促す教育は必要ないのでしょうか？�

　下の図は大阪工大生の生活習慣と前期取得単位数との

関係を調べたものです。この図を見ますと特に食事と睡眠

に規則性と取得単位数とに関連性が見いだせます。規則

正しく食事と睡眠をとっている学生ほどしっかり単位を取得

していることがわかります。大学生においても生活習慣の

維持、改善はしっかり単位を取得する上で極めて重要なこ

とであることがわかります。特に大学生になって１年目は受

験という縛りから解放される時期で心も体もゆるみがちです。

また、大学で新しい友達を最初から作る必要も生じてきます。�

　従来よりも人間関係が希薄化されつつある現代におい

て一度ゆるんだ状態をもとに戻すことは極めて困難です。

生活習慣も友人関係もうまくいかなくなると学習意欲も低

下し、ドロップアウトする確率が高くなります。大学がたくさ

んの授業や学内サービスプログラムを用意してあげても、

本人の健康状態が良くなくて学習意欲が低下しているので

はどうしようもありません。しかし、残念なことにこの問題が

極めて今日的で深刻な課題でもあります。�

　我々の健康体育研究室では体育教育の枠組み中に生

活習慣を改善させる授業を展開しています。最終教育段階

である大学生において自らの生活習慣を改善させる教育を

受けることは自らの健康状態を改善させるだけでなく、大学を”

生活の場”として機能させるきっかけにもつながります。生

活習慣を改善させる教育は大学生活の第一歩として極め

て重要な事であると考えています。�

　健康体育の授業では生活習慣を改善させる方法として

心理学領域の行動変容技法※を取り入れています。この方

法は自己管理、時間管理能力も育成します。このような健

康管理教育は、就職に関連したキャリア教育という視点か

らも重要で、来るべき高齢化社会でたくましく仕事をする力

にもつながります。�

　学生個人が積極的に取り組むことはもちろんのこと、効

率的に遂行させるためにご家庭のサポートは特に重要であ

ると考えています。規則正しい生活習慣を促すためにどの

ようなサポートが必要かという視点から学生本人とコミュニ

ケーションを取り、ご家庭で具体的に実践してみてください！�
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大学生と健康�■ 生活習慣改善のすすめ�

知的財産学部 助教授　中村 友浩�
〈健康体育研究室〉�

大阪工大１年生の健康度・生活習慣診断検査得点（縦軸）と�
前期取得単位数（横軸）との関係�
「木内・荒井・浦井・中村（2006）大学教育学会第27回大会ラウンドテーブル発表資料」�

※心理・行動科学の理論・モデルに基づいて身体活動・運動
の増進に関わる諸要因を明らかにし、それらの要因を強化
するための働きかけを加味した身体活動・運動の増進技法。�
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